
- 10 - 

 

決議案第 ２ 号 

 

 

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議 

 

上記決議案を別紙のとおり提出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月１８日提出 

 

 

 

 

          提出者 長沼町議会議員 曽我部 義 貞 

                 〃    坂 下 一 彦 

                 〃    萩   和 朗 

 

 

 

 

長沼町議会議長  平 井 儀 一  様 
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ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議 

 

 本年２月２４日に開始された、ロシアによるウクライナへの軍事

侵略は、国際社会の平和と安全を著しく損なう暴挙であり、ウクラ

イナに拠点を持つ日本企業及び現地在留邦人も厳しい状況に置かれ

ている。 

 このような力による一方的な現状変更の試みは、国際秩序の根幹

を揺るがす明白な国際法違反であり、断じて許すことはできない。 

 また、ロシアのプーチン大統領は、核兵器の使用を示唆する発言

をしているが、本町では、憲法の精神に基づく恒久平和の実現を願

う町民意思の表明として「非核・平和のまち宣言」を行っており、

軍事侵略における核兵器の使用は、核兵器の廃絶と恒久平和の実現

を願う町民の願いに反する行為である。 

 よって、本町議会は、ロシアによるウクライナへの軍事侵略を厳

しく非難するとともに、国際法を遵守し、軍の即時撤退と平和的解

決を行うよう強く求める。 

 

以上、決議する。 

 

令和４年３月１８日 

 

長沼町議会 

 


